
福音を持つ人が集まった所には、いつも聖霊が働かれました。神様は
今でも福音を持つ信徒と教会に生かす力を与えようとされています。ま
わりのうつ病、依存症などの苦しみに会っている人々をなおそうとして
はいけません。霊的力を受け始めれば、自然になおるからです。さらに、
その力で教会を生かすことができます。どのように、このことが可能で
しょうか。

1. 教会と教会堂
まず、教会と教会堂という単語を理解しなければなりません。信徒自

身、そして信徒の集いが、教会です。信徒が集まって礼拝をささげるこ
とができる礼拝堂が教会堂です。重要な二つの単語を見れば流れが見え
て、この流れを正しく見てこそ、教会と世の中を生かすことができます。

2. 流れ
幕屋、会見の天幕、天幕を通して、教会の重要な流れができました。

しかし、神殿時代第 1,2,3 神殿で、その内容をのがしました。それゆえ、神
様は初代教会のように、私たちの教会を回復しようとされています。教
会がのがした異邦人の庭、祈りの庭、子どもたちの庭を回復するのです。
いまは世界福音化といやしと未来を回復する教会を建てていくべきで
す。神様は正確な時刻表に、すべてを与えてくださるでしょう。

神様が願われる答えがあります。礼拝を通して与えられる契約を握り
さえすれば、その答えが来ます。根本問題が解決されて、祈りの力で教
会を生かすシステムを整えるようになります。

契約の祈り
私に与えられた福音の価値と流れを知って、神様が願われる教会を建

てて生かしますように。イエス・キリストの御名によってお祈りします。
アーメン

地域伝道弟子訓練メッセージ 3 講 | 2020.6.23

07
DECEMBER・月

 ▢ 聖句暗唱_ ロマ10:9~10

 ▢ 聖書通読 _ イザ 14~16 章

使 1:8　しかし、聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、あなたがたは力を受けます。
そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、および地の果てにまで、わたしの証人
となります。

教会信徒を生かすシステム

245 番　栄えに満ちたる（新 210 番）

Q.
幕屋、会見の天幕、 
天幕？

7つの祈りの奥義
契約祈り、礼拝祈り、定刻祈り、24時祈り、

25時祈り、未来祈り、証人祈りが
すべて入っている所が幕屋です。

これを見て集まる所が

会見の天幕です。

この契約を家でいつも見つめて
味わうことを天幕と言います。

この三つが一つになったのが

教会です。

Q.
重職者の使命

神様は重職者アブラハムを初め
て呼んで 5つの祝福を約束してく
ださいました。
この時代の重職者である私たち
は私たちが受けた祝福が何か知っ
てこの祝福を回復しなければなり
ません。

1.重職者のはじまりは福音、祈り、伝道を味わう正しい祈
りから出発することです。使 1:14

2.伝道は専門性を持ってみことばと祈りに専念する弟子
をたてることです。使 6:1～ 7

3.すべての場所に福音で答えを与えていやすことができる
地教会をたてることです。使 9:1～ 43

4.一つの国を胸に抱いて、一生、後援して弟子を派遣す
ることです。使 11:19

5.世界福音化の土台として用いられることです。ロマ 16:1～ 27

重職者大学院院長
柳光洙牧師の挨拶の言葉から

神様が重職者に与えられた最初の祝福があります。サミットの祝福で
す。重職者は今でも起きている霊的事実を信じるところから始めなけれ
ばなりません。ほんとうに信じて待てば、神様は重職者の歩みを導いて
くださいます。そのとき、最も重要なのが霊的奥義です。多くの人が肉
体のことのために霊的事実をのがして生きています。重職者が欲を出さ
なければならない霊的なことは何でしょうか。

1. 霊的事実－理由
本来、神様のかたちとして創造された人に、神様は生んで、増えて、

すべてを征服する祝福をくださいました。神様はこの奥義をのがした人
のためにキリストを送ってくださり、その方を信じる者すべてを神の子
どもとしてくださいました。今日も三位一体の神様は目に見えないよう
に働いておられます。この事実を信じて神様がくださった身分と権威を
味わい始めるなら、神様は時代を生かす 5 つの力霊力、知力、体力、経済力、人材力

を与えてくださいます。

2. 霊的事実－最初の約束、最後の約束
神様は聖書の中の人物に、初めからサミットの祝福を約束して彼らを

呼ばれました。そして、契約に従ってみことばを成就されました。イエ
ス様が昇天される前には、ただ聖霊の力を約束してくださいました。神
様は今でも同じ力とサミットの祝福を与えることを願っておられます。

いまは、順序を正しくしなければなりません。まず霊的力を受けるな
らば、すべての点でも幸いを得、また健康になることがついてきます。
Ⅲヨハ 1:2 神様はこの時代を生きるすべての重職者の人生を祝福して、すべ
ての伝道者を助ける答えを与えることを願っておられます。

契約の祈り
霊的奥義に視線を向けて、この時代のすべての伝道者を助けて保護す

る重職者の答えを受けますように。イエス・キリストの御名によってお
祈りします。
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 ▢ 聖句暗唱_ ロマ10:9~10

 ▢ 聖書通読 _ イザ 17~19 章

使 6:1 ～ 7　こうして神のことばは、ますます広まって行き、エルサレムで、弟子の数
が非常にふえて行った。そして、多くの祭司たちが次々に信仰に入った。(7)

天命の始まり－サミットの祝福

507 番　主の心にしたがい（新 455 番）



神様の絶対計画である天命を握れば、契約伝達者として立つようになりま
す。最も重要なのは、カルバリの丘、オリーブ山、マルコの屋上の間の契約
です。初代教会の人々は、マルコの屋上の間で契約を握って、サミットの祝
福を持って現場に福音を伝達する答えを受けるようになりました。それなら、
現場に行く前に何を握らなければならないのでしょうか。

1. 永遠のメッセージ－ミッション
契約伝達者は、天から与えられる答えを受けて現場で伝達します。そ

の人をミッションを与える者とも言います。すなわち、キリスト、神の国、
ただ聖霊という神様の時代的方法を見て、現場にミッションを伝達する
のです。今日、確実な神様の世界福音化の契約を握って現場に出て行く
とき、神様のみこころが成されるでしょう。

2. 永遠のメッセージ－インターンシップ、人生フォーラム
いまはミッションを握って現場に出て行かなければなりません。現場

で天の旅程をあらかじめ見て、天の御声をあらかじめ聞いて、契約の旅
程を歩いていくことができます。これがインターンシップです。そのと
き、天から与えられる答えをフォーラムすればよいのです。私の人生に
神様が置いておられる答えロマ 16:25 ～ 27 を見つけて、現場と次世代、教会
にフォーラムするということです。神様は私たちの人生に、証人になる
しかない答えと証拠を準備してくださいました。

イエス様は使徒と重職者と教会に、この答えをあらかじめくださいました。
私にもあるこの答えと証拠を、次世代である Remnant に現場で伝えなけれ
ばなりません。永遠のメッセージを握ったとすれば伝達するのは最もやさし
いことです。神様が必ずこのことを成し遂げられるためです。

契約の祈り
神様のミッションをあらかじめ見て、伝達して、天の旅程を歩いてい

く証人の人生になりますように。イエス・キリストの御名によってお祈
りします。アーメン
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 ▢ 聖句暗唱_ ロマ10:9~10

 ▢ 聖書通読 _ イザ 20~22 章

ロマ 16:25 ～ 27　今や現わされて、永遠の神の命令に従い、預言者たちの書によって、
信仰の従順に導くためにあらゆる国の人々に知らされた奥義の啓示によって、あなたが
たを堅く立たせることができる方、(26)

三つの天命－伝達者

265 番　聞けや愛の言葉を（新 516 番）

Q.
大使

たい ‐ し【大使】
国を代表して他の国に派遣され
て外交を受け持つ最高職級。ま
たは、そのような人。
駐在国に対して、国家の意思を
伝達する任務を持って、国家の
敵とその権威を代表する。

サタンが王となっている世の中で
私たちは神様の働きを任された
天の大使です。

神様は私たちに神の国のことを
任せてくださいました。

私たちは世の中で生きていますが
世の中より大きい天の背景をもって
生きていきます。

私たちは世の中に
福音の光を伝える
「神の国の大使」です。

私は単なる伝達者ではなく、最後の天命を持った者です。神様が願わ
れる世界福音化を成し遂げる人です。イエス様はオリーブ山から地の果
てまで証人になるという答えを約束してくださいました。使 1:8 神様は約
束のとおり、宣教の門を開けてくださり、11:19 結局、契約のとおりカイ
ザルの前で福音をあかしするようにしてくださいました。27:24 世界福音
化のために握らなければならない最後の天命は何でしょうか。

1. 散らされた者
福音の世界化のために神様は散らされた者を準備されました。散らさ

れた多民族、外国現場に行った Remnant、教会がなくて一人で礼拝を
ささげる Remnant です。彼らに契約とミッションを伝達しなければな
りません。

2. 空いた所
世界のあちこちの約 2,400 万種族と、多民族が集まって住むダウンタ

ウンの人々は、イエスがキリストという福音に全く接することができて
いません。これからは、私の心と祈りに世界の空いた所を入れなければ
なりません。神様の心と視線がそちらにあるからです。神様は私と私が
持つ福音を通して、彼らをいやすことを願っておられます。

このような現場を生かすべきなのに、私の力と能力には限界がありま
す。神様はその限界をたしかにご存知で、限界がない聖霊の満たしと、
天と地の権威を与えてくださいました。今日、現場で神様を見上げて、
神様の心にある世界の空いた所を心に留めるなら、神様は彼らを生かす
力と証拠を与えてくださるでしょう。

契約の祈り
私の祈りと中心に神様の心を留めるようにして、現場を生かすしかな

い福音の証人として、福音の伝達者、最後の天命を成し遂げる者として
世界に向けて立つことができますように。イエス・キリストの御名によっ
てお祈りします。アーメン
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Q.
心、考え

「スコットランドを
  生かしてください。
  そうでなければ
  私に死を与えてください」

－スコットランド宣教師、
    ジョン・ノックス
    ( John Knox、1514～ 1572)－

今日、私たちは神様の心が
どこにあるのかを知って
私たちの心と祈りに
神様の願いを
留めなければなりません。
そのとき、
神様は神様の働きを
成し遂げられます。

「人は
  心に自分の道を思い巡らす。
  しかし、その人の歩みを
  確かなものにするのは
  主である。」箴 16:9

 ▢ 聖句暗唱 _ 黙 3:20

 ▢ 聖書通読 _ イザ 23~25 章

マタ 28:16 ～ 20　また、わたしがあなたがたに命じておいたすべてのことを守るよう
に、彼らを教えなさい。見よ。わたしは、世の終わりまで、いつも、あなたがたととも
にいます。(20)

最後の天命

348 番　この身をささぐ（新 213 番）



天命が与えられると時刻表召命が来て、答えが来ます。使命これが完ぺき
に行われる場所がミッションホームです。天命、召命、使命の始まりは、
指導者と両親の決断です。パウロはミッションホームを通して、会堂へ
と伝道運動を続けました。天命、召命、使命の答えをどのように始める
ことができるのでしょうか。

1. 時刻表
パウロは、会堂に入り込みました。ここで常に時刻表を見ました。テ

サロニケでは、三つの安息日、使 17:1 コリントで安息日ごとに、18:4 エペ
ソでは三か月の間、会堂運動を行いました。19:8 ～ 10

2. ミッション、インターンシップ、フォーラム
ミッションホーム運動は地域を変えます。使 17:5、Ⅰコリ 16:19 したがって、

ミッションホームでは、Remnant がサミットとして立てられる方向に
ミッションを与えなければなりません。インターンシップは、神様がく
ださった 6 つの道具を見つけることです。フォーラムは、後見人の役割
をしながら CVDIPCovenant、Vision、Dream、Image、Practice を続けてフォーラム
することです。

ミッションホームでは、個人とミッション、インターンシップ、フォー
ラムをすることからはじめ、生活まで助けることができます。いかなる
迫害があってもミッションホームは止めることができません。それゆえ、
ミッションホームは Remnant に天命、召命、使命を伝える最初の機会
です。

契約の祈り
誰も止めることができないミッションホーム戦略で、Remnant に天命、

召命、使命が伝えられますように。イエス・キリストの御名によってお
祈りします。アーメン
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 ▢ 聖句暗唱 _ 黙 3:20

 ▢ 聖書通読 _ イザ 23~25 章

使 17:1 ～ 2　パウロはいつもしているように、会堂に入って行って、三つの安息日に
わたり、聖書に基づいて彼らと論じた。（2）

天命、召命、使命の始まり

101 番　主イエスの御名こそ（新 80 番）

天命、召命、使命の主役は Remnant です。Remnant １人が答えを受
けると、第 1、2、3、4、5 RUTC 運動が続けて起こります。この祝福
を味わうためには、3つの流れに乗らなければなりません。何でしょうか。

1. ミッションの流れ
Remnant がミッションの流れを握れば世界をひっくり返す主役にな

ります。神様がサタンの権威を打ち砕く福音を与えられました。聖書の
7 人の Remnant は、この福音を回復する流れの中にいました。彼らが
世界を覆しました。

2. インターンシップの流れ、フォーラムの流れ
インターンシップの流れに乗っているなら、苦難の中でも感謝するこ

とができます。苦難を通して答えが来るからです。フォーラムとは、神
様のみことばの成就を分かち合うことです。まず、私に臨んだ神様の
みことばの成就を謙遜に分ち合うと、隣の人が知るようになります。創

41:38 そして、福音が必要なところに行くようになります。これを通して
伝道は成し遂げられます。

ミッション、インターンシップ、フォーラムの流れを握ることは、
Remnant には最後の機会です。この流れの中で、すべてのことが
CVDIPCovenant、Vision、Dream、Image、Practice の旅程の中にあることを発見しま
す。Remnant にこの事実を伝えなければなりません。

契約の祈り
毎日、福音が刻印されて福音回復の流れの中にいますように。感謝と

伝道が成り立ちますように。イエス・キリストの御名によってお祈りし
ます。アーメン
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 ▢ 聖句暗唱 _ 黙 3:20

 ▢ 聖書通読 _ イザ 29~31 章

使 18:4　パウロは安息日ごとに会堂で論じ、ユダヤ人とギリシヤ人を承服させようと
した。

天命、召命、使命の主役

470 番　しずけき河のきしべを（新 413 番）

Q.
最初の機会

天命、召命、使命は
Remnantが必ず
聞かなければならない話です。

ミッション、
インターンシップ、
フォーラムは
Remnantが必ず
体験しなければならない内容です。

ミッションホームは
2つを実現する最初の機会です。

Q.
最後の機会

すべてが

Covenantです。

すべてが

Visionの中にあります。

すべてが
24祈りの中にある

Dreamです。

すべてが
みことばを成就させる

Imageです。

私たちのすべては
神様の作品を残す

Practiceです。


